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今 月 の 主 な 内 容
９月11日、院内小学校の親子大運動会での一

コマです。PＴＡ種目の綱引きでは、「お手やわ

らかに」と声かけ合っていたお父さん、お母さん

たちも、ピストルの合図とともに本気モードに。

「よいしょ！よいしょ！」の掛け声と、子どもた

ちの歓声が、秋晴れの青空に響いていました。
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八
月
三
十
一
日
、
第
十
八
回
仁
賀
保

町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合
併
協
議
会
が

ス
マ
イ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
象
潟

町
の
協
議
会
委
員
は
五
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
す
べ
て
辞
職
し
て
お
り
、
今
回

は
仁
賀
保
町
と
金
浦
町
の
委
員
と
県
由

利
地
域
振
興
局
長
の
出
席
の
も
と
開
会

し
ま
し
た
。

六
月
の
象
潟
町
長
選
挙
で
横
山
忠
長

氏
が
町
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
二
か
月

ほ
ど
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
に
行

わ
れ
た
三
町
長
の
協
議
の
中
で
、
象
潟

町
長
か
ら
合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
の
意

思
が
表
明
さ
れ
、
仁
賀
保
町
、
金
浦
町

の
協
議
会
委
員
の
意
見
を
伺
い
た
い
旨

の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
主
旨
は
、

¡
新
市
の
建
設
計
画
の
一
部
見
直
し

¡
新
市
の
名
称
と
本
庁
舎
の
位
置
の
再

協
議

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
が
二
町
の

協
議
会
委
員
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
す

三
町
合
併
協
議
に
つ
い
て

初
日
の
本
会
議
冒
頭
、

巴
徳
雄
町
長
が
、
三
町
合

併
協
議
の
経
過
や
台
風
に

よ
る
農
作
物
被
害
等
に
つ

い
て
、
行
政
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
報
告
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
六
年
産
水
稲
は
、
八
月
十
五

日
現
在
の
県
内
の
作
柄
が「
平
年
並
み
」

で
作
況
指
数
一
○
三
と
、
順
調
な
生
育

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
農
作
物
被
害

れ
ば
、
象
潟
町
と
し
て
は
合
併
協
議
会

復
帰
の
所
要
手
続
き
に
入
り
た
い
と
い

う
も
の
で
し
た
。

今
回
の
合
併
協
議
会
で
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
論
と
し
て
、

当
初
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
も
一
日

も
早
い
協
議
会
の
正
常
化
を
図
り
、
三

町
で
お
互
い
に
話
し
合
え
る
場
で
の
再

協
議
が
必
要
と
の
確
認
を
行
い
、
そ
の

旨
象
潟
町
長
に
通
知
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
八
月
二
十
日
未
明
の
台
風

十
五
号
が
も
た
ら
し
た
塩
害
に
よ
り
、

町
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
水
稲
被
害
が
発
生
。

八
月
三
十
日
ま
で
の
県
並
び
に
関
係
機

関
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
水
稲
で
八
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
被
害
を
受
け
た
の
は

全
作
付
面
積
の
六
割
に
迫
る
五
二
○
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

推
定
被
害
額
は
、
水
稲
で
約
十
億
九

千
万
円
、
大
豆
に
お
い
て
も
約
四
千
九

百
万
円
と
試
算
さ
れ
、
そ
の
他
の
野
菜
、

花
き
、
農
業
施
設
等
の
被
害
額
も
約
七

百
万
円
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
農
家
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、

国
・
県
に
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、

町
と
し
て
も
関
係
機
関
と
と
も
に
今
後

の
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
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▲象潟町からの申し入れについて、意見を交換した
第18回合併協議会（８月31日・スマイル）

▲９月１日、芹田地区の水稲被害を視察した寺田知
事ら

行政報告



を
加
え
る
こ
と
な
ど
、
地
方
税
法
の
改

正
に
伴
う
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
（
決
算
の
概
要
は
四
〜
六
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

監
査
委
員
か
ら
は
、
次
の
と
お
り
審

査
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
昨
年
度
の
財
政
規
模
は
、
一
般
会

計
の
歳
入
・
歳
出
と
も
前
年
度
を
上
回

り
、
こ
こ
数
年
で
は
最
大
規
模
の
決
算

六
郷
町
、
千
畑
町
、
仙
南
村
が
合
併

し
、
今
年
十
一
月
一
日
か
ら
美
郷
町
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
両
組
合
を

組
織
す
る
市
町
村
数
が
減
少
す
る
こ
と

に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

と
な
っ
た
。

収
支
の
面
で
は
前
年
度
よ
り
改
善
を

見
た
も
の
の
、
歳
入
不
足
か
ら
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

単
年
度
収
支
で
四
百
二
十
五
万
円
の
赤

字
、
実
質
単
年
度
収
支
は
一
億
二
千
四

百
二
十
五
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、

町
の
財
政
運
営
は
年
々
厳
し
さ
を
増
す

一
方
で
あ
る
。

財
政
構
造
は
、
経
常
収
支
比
率
は
前

年
並
み
に
推
移
し
て
い
る
が
、
経
常
予

算
に
占
め
る
余
剰
財
源
が
少
な
く
、
財

政
の
硬
直
化
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

今
後
と
も
単
年
度
収
支
均
衡
を
基
本
に
、

長
期
展
望
に
立
っ
た
財
政
運
営
を
強
く

望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
」

一
般
会
計
で
は
、
既
定
の
予
算
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
七
千
百
六

十
五
万
三
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
五
十
一
億
七
千
四
百
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
左

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
、

同
施
設
勘
定
、
介
護
保
険
、
農
業
集
落

排
水
、
簡
易
水
道
の
各
事
業
特
別
会
計

及
び
ガ
ス
・
水
道
事
業
会
計
の
予
算
補

正
を
行
い
ま
し
た
。
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平成15年度決算認定など20議案を可決・認定

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
・

秋
田
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

に
つ
い
て

議
案
第
53
・
54
号

平
成
十
五
年
度
仁
賀
保
町
一
般
会

計
、
六
特
別
会
計
、
ガ
ス
・
水
道
事

業
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

議
案
第
55
〜
63
号

平
成
十
六
年
度
仁
賀
保
町
一
般
会

計
、
五
特
別
会
計
、
ガ
ス
・
水
道
事

業
会
計
の
予
算
補
正
に
つ
い
て

議
案
第
64
〜
71
号

町税 １億326万円の増 12億9,236万円
¡町民税8,425万円、固定資産税1,901万円の増

繰越金 8,249万円の増 １億3,249万円
¡15年度決算に基づく繰越金　8,249万円の増

町債 2,450万円の減 ６億5,180万円
¡前谷地地内下排水路整備事業に係る排水施設整
備事業債1,680万円減など

農林水産業費 1,440万円の増 ３億9,458万円
¡転作作物産地形成特別推進事業費補助金1,046
万円増など

土木費 1,504万円の増 ５億6,797万円
¡冬季の除雪に係る道路橋梁維持費2,837万円増
など

災害復旧費 1,980万円の増 2,723万円
¡融雪災害による５河川の工事請負費1,930万円
増など

諸支出金 8,299万円の増 １億9,730万円
¡財政調整基金積立金8,299万円増

歳入

歳出

一般会計予算補正の主な内容

み
さ
と
ち
ょ
う

法
人
町
民
税
に
お
け
る
均
等
割
の
課

税
対
象
に「
防
災
街
区
整
備
事
業
組
合
」

仁
賀
保
町
町
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
52
号

今
定
例
会
で
は
、
平
成

十
五
年
度
一
般
会
計
を
は

じ
め
と
す
る
各
会
計
の
決

算
認
定
や
、
平
成
十
六
年

度
各
会
計
の
予
算
補
正
な

ど
、
上
程
さ
れ
た
二
十
件

の
議
案
が
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

平成15年度決算認定など20議案を可決・認定

議案審議
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平成15年度

一般会計
平成15年度の仁賀保町一般会計決算額は、

歳入が66億4,238万円（前年度比７億1,626万

円増）、歳出が65億887万円（同７億8,486万

円増）となりました。

歳入歳出差引額から繰越明許費による翌年

度への繰越額を除いた１億3,250万円が実質

収支額となります。

歳　入
町税が個人町民税や固定資産税の落ち込み

により前年度比１億2,851万円（前年比9.6％）

減となったほか、町の財政力に応じて国から

交付される地方交付税も、前年度に比べ

3,007万円の減額となりました。

一方で、廃棄物処理施設や国体施設整備等

の事業への国・県支出金が２億7,618万円

（同45.5％）増加したほか、臨時財政対策債、

廃棄物処理事業債等の町債（同71.0％）など

が増加しました。

町税 
12億731万 
（18.2％） 

繰入金 
3億3,368万 
（5.0％） 

地方交付税 
16億7,881万 
（25.3％） 

国庫支出金 
5億9,410万 
（8.9％） 

県支出金 
2億8,845万 
（4.3％） 

町債 
15億6,030万 
（23.5％） 

繰越金 
2億211万 
（3.0％） 

地方消費税交付金 
1億2,547万（1.9％） 

地方譲与税　1億1,215万（1.7％） 

交付金等　8,252万（1.2％） 

諸収入 
2億2,183万 
（3.3％） 

分担金及び負担金 
1億2,153万（1.8％） 

使用料及び手数料  8,069万（1.3％） 
財産収入  3,293万（0.5％） 
寄付金50万（－） 

歳入 
66億4,238万円 

町税の構成比特別会計とガス・水道事業会計

町民税 
3億6,662万円 
（30.4％） 

固定資産税 
7億4,271万円 
（61.5％） 

軽自動車税 
1,967万円 
（1.6％） 

町たばこ税 
7,637万円（6.3％） 

入湯税 
194万円（0.2％） 

一人当たりの納税額

※それぞれの額を16年３月末日現在の人口
11,925人で割った額。（５ページ「一人当
たりに使われた金額」も同じ）

種　類 金　額

町民税 30,744円

固定資産税 62,282円

軽自動車税 1,649円

町たばこ税 6,404円

入湯税 163円

●特別会計決算

●ガス事業会計決算

●水道事業会計決算

※資本的収支の不足額については、補てん財源（建設改良積立金等）を充当しています。

会　計 歳　入 歳　出 差　引

国保事業勘定（保険関係） ９億5,424万円 ８億8,474万円 6,950万円

国保施設勘定（診療所関係） ２億2,536万円 ２億94万円 2,442万円

老人保健医療 11億8,403万円 11億7,528万円 875万円

介護保険 ５億7,390万円 ５億6,596万円 794万円

農業集落排水 ２億541万円 １億8,870万円 1,671万円

簡易水道 2,740万円 2,640万円 100万円

区　分 収　入 支　出 差　引

収益的収支 １億4,075万円 １億2,173万円 1,902万円

資本的収支 １億1,897万円 １億6,771万円 ▲4,874万円

区　分 収　入 支　出 差　引

収益的収支 ２億3,950万円 ２億1,442万円 2,508万円

資本的収支 5,210万円 １億1,925万円 ▲6,715万円

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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歳　出
一般会計の歳出決算額を性質別に見ると、

平成14年度から着手している一般廃棄物処理

事業や都市公園事業による投資的経費が前年

に比べ大きく増加しました。

一方、義務的経費では人件費及び物件費は、

給与改定の実施や経費節減等により前年度に

比べ減少しましたが、扶助費が児童福祉費と

の関連で大きく増加しました。

民生費 
9億5,377万 
（14.6％） 

公債費 
7億710万 
（10.9％） 

総務費 
6億6,705万 
（10.2％） 

教育費 
7億6,615万 
（11.8％） 

土木費 
8億9,209万 
（13.7％） 

農林水産業費 
4億4,197万（6.8％） 

諸支出費 
1億985万（1.7％） 

災害復旧費　2,145万（0.3％） 

議会費　9,556万（1.5％） 

労働費　5,001万 
　　　　　（0.8％） 消防費 

2億8,201万 
（4.3％） 

商工費 
2億2,290万（3.4％） 

歳出 
65億887万円 

衛生費 
12億9,896万 
（20.0％） 

性質別経費の状況一人当たりに使われた金額

0 2 4 6 8 10 12

（単位：円） 

万円 

衛生費 108,928

民生費 79,981

土木費 74,809

教育費 64,248

公債費 59,296

総務費 55,937

農林 
水産業費 

37,063

消防費 23,648

商工費 18,692

諸支出費 9,212

議会費 8,013

労働費 4,194

災害 
復旧費 

1,799

平成15年度に実施した主な事業

項　　目 決算額（対前年度比） 構成比率

人件費 ９億3,156万円 （▲0.8） 14.3

物件費 ７億2,897万円 （▲2.1） 11.2

維持補修費 5,134万円 （▲0.3） 0.8

扶助費 ４億8,821万円 （9.3） 7.5

補助費等 ７億2,024万円（▲10.2） 11.1

公債費 ７億710万円（▲17.7） 10.9

積立金 9,500万円（▲20.8） 1.4

投資及び出資金・貸付金 １億7,025万円（▲10.5） 2.6

繰出金 ４億5,649万円 （11.0） 7.0

投資的経費 21億5,971万円 （86.4） 33.2

一般廃棄物最終処分場整備事業（※） ……………… 10億3,548万円

都市公園整備事業（※）………………………………… ３億1,162万円

道路新設改良事業 ……………………………………… ２億9,509万円

フェライト子ども科学館リニューアル事業…………………… １億円

林道整備事業 …………………………………………………5,367万円

武道館整備事業 ………………………………………………5,284万円

※は、補助事業と町単独事業の合計額。

※この表の数値は、町が国へ提出する決算統計の調べから引用しており、決算書
の歳出総額とは異なります。

▲今年5月に供用開始した一般廃棄物最終処分場

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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●
経
常
収
支
比
率

毎
年
度
、
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る

財
源
に
対
す
る
、
経
常
経
費
（
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
固
定
的

に
支
出
さ
れ
る
経
費
）
の
割
合
の
こ

と
。財

政
構
造
の
弾
力
性
の
指
標
と
し

て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
比
率
が

高
い
ほ
ど
経
常
余
剰
財
源
が
少
な
く

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
表
し
ま
す
。
町
村
で
は
75
％
程
度

が
妥
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
公
債
費
比
率

公
債
費
に
充
当
さ
れ
た
一
般
財
源

等
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

の
こ
と
で
す
。
公
債
の
元
利
償
還
額

の
負
担
状
況
を
表
す
指
標
で
、
10
％

を
超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
起
債
制
限
比
率

地
方
債
の
許
可
制
限
に
か
か
わ
る

指
標
。
こ
の
比
率
が
三
年
間
平
均
で

二
○
％
を
超
え
る
と
、
一
定
の
地
方

債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

●
財
政
力
指
数

地
方
公
共
団
体
の
財
政
上
の
能
力

を
示
す
指
数
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど

財
政
力
が
強
い
と
さ
れ
ま
す
。

県
市
町
村
課
の
調
べ
で
は
、
平
成

十
五
年
度
の
全
県
市
町
村
の
平
均
は
、

〇
・
二
六
七
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
事
業
で
約
三
万
本
の
広
葉
樹
を

植
樹
し
て
い
る
が
、
今
年
は
十
月
三
日

に
そ
の
生
育
状
況
や
、「
静
寂
の
森
」

で
の
広
葉
樹
の
記
念
観
察
会
と
ブ
ナ
の

植
樹
会
を
計
画
し
、
三
千
本
の
ブ
ナ
を

植
樹
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

無
料
で
参
加
で
き
る
観
察
会
と
植
樹
会

も
、
年
々
参
加
者
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
が
植
え
た
木
が
、
や
が
て

大
き
く
成
長
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

水
資
源
の
確
保
、
国
土
の
保
全
に
大
き

な
力
と
な
り
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ブ
ナ
の
森
は
緑
の
ダ
ム
で
あ
る
。

お
元
気
で
―
―
。

一
雨
ご
と
に
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
た
。

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

仁
賀
保
町
の
面
積
の
六
割
が
森
林
で

あ
る
が
、
そ
の
半
分
は
ス
ギ
の
人
工
林

が
占
め
て
お
り
、
鳥
海
山
麓
に
は
五
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
お
よ
ぶ
ブ
ナ
林
が
広

が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
里
山
に
は
多
種

多
様
な
広
葉
樹
が
あ
る
。

森
林
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

酸
素
を
は
き
出
し
地
球
温
暖
化
防
止
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
木
材
の
生
産
を
始
め
、
山
地

災
害
の
防
止
、
鳥
獣
の
生
息
の
場
の
提

供
、
洪
水
や
渇
水
の
緩
和
等
の
公
益
的

機
能
を
果
た
し
、
私
た
ち
に
豊
か
な
恵

み
を
与
え
て
く
れ
る
。

こ
の
大
切
な
森
林
は
、
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
、
未
来
に
受
け

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
産

で
あ
る
。

さ
て
、
仁
賀
保
高
原
の
自
然
景
観
と

多
種
多
様
の
広
葉
樹
を
最
大
限
活
用
し
、

「
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
」
が
完

成
し
た
の
が
、
今
か
ら
十
二
年
前
の
こ

と
で
あ
る
。
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平成15年度

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

経常収支比率 79.1％ 79.9％ 86.0％ 87.5％ 87.0％

公債費比率 10.6％ 12.9％ 12.7％ 14.4％ 14.5％

起債制限比率 6.8％ 8.2％ 9.2％ 9.8％ 9.5％

財政力指数 0.560 0.543 0.555 0.525 0.499

主要財務比率の推移


